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1 義仲上洛戦の概略
「山からみた」の「山」は、加賀・越中国境の倶梨迦
羅峠一帯の丘陵を指す。ここでの寿永2 (1183)年5月
の源平の戦いが文学の世界、特に『平家物語』でどのよ
~ いだ
うに取り上げられ、そこにどんな意味が見出せるか、考
察を加えてみたい。表題に掲げた「倶梨迦羅」は現在の
地名表記「倶利伽羅」と異なるが、これは『平家物語』
の一伝本覚一本に記された表記であり、以下これに従う
こととする。
最初に倶梨迦羅合戦を含む源義仲の上洛戦の経緯を
あらあら
粗々辿っておく。
源義仲は父親の義賢が武蔵の国で源頼朝の兄に当たる
義平に討たれたことで、信濃国木曽に送られそこで成長
した。二十代後半に以仁王からの平家追討を促す令旨が
届いたことで木曽に挙兵し、信濃を北上、千曲川のほと
り横田河原で平家方の城一族を打ち破る。『平家物語』
の語り系諸本（後述）では寿永元年 9月のこととし、
『吾妻鏡』は10月のこととするが、史実としては養和元
(1181)年6月が正しい。城一族は越後の有力武士であっ
たが、その勢力が敗れたことで、越中をはじめ北陸武士
団は義仲の陣営に加わっていった。
平家方は横田河原の合戦の敗報を聞いて義仲追討軍を
北陸に進発させている。しかし加賀以北の北陸武士団は
招きに応ぜず、平家軍は越前南端まで押し返されてしま
う。そこであらためて平家は畿内、山陽、南海道、西海
道に根こそぎ動員をかけ、 10万を越す勢力を得、その命
運を賭けて再び北上を開始する。
この間義仲は、旗上げ以来その仲が険悪であった鎌倉
の頼朝と、一子義重（『吾妻鏡』では義高）を鎌倉に遣
わすことで、和議を成立させている（寿永2年3月）。
寿永2年4月、平家は越前火打が城を、白山の衆徒を
率いる斉明威儀師の内応により攻め落としている。この
ため義仲に加担した北陸武士は総崩れになり、加賀国は
平家軍に占領されてしまう。
平家軍の進出を越中国にあって止めたのが今井四郎の
働きであったが、ここに平家軍10万のうち志雄に赴いた
別動軍を除く 7万と、義仲軍5万のうち同じく別動1万
を除く 4万が加賀越中国境で対峙することとなった。こ
うして 5月、倶梨伽羅合戦が引き起こされるに到る。
この戦いに乾坤一榔大勝を得た義仲軍は、その勢力を
更に膨らませつつ、都へと後退する平家軍を加賀国篠原
で撃破し都へと攻め上る。
都の平家はこれに怖れて7月、安徳天皇を伴い西国へ
と落ちていき、同月義仲は入京を果たすことになる。
このような義仲の上洛戦の中で倶梨迦羅合戦はどのよ
うな戦いであったか。
2 諸本の違いに見る『平家物語』倶梨迦羅合戦の様相
倶梨迦羅合戦は寿永 2年5月11日に始まる。‘倶梨迦羅
峠一帯に陣を置く平家方に対して、現小矢部市辺りの平
野に陣する義仲軍は、昼のうちの決戦を避け、夜になっ
て本軍のほかいくつかの別動軍を編成して平家軍の背後
や横合いなどに部署し、ある刻限、呼応して関の声を上
げ、平家軍をその本陣のあった猿ヶ馬場の南の谷間（地
獄谷）へ追い落とし、壊滅的な打撃を与える。その経過
を『平家物語』は詳細に描き出しているが、それぞれの
伝本によって記述が異なる。そのうち代表的伝本として
延慶本・覚一本・源平盛衰記の具体的記述を対比的に示
したものが次ページ・次々ページの表である。
『平家物語』は、語りをその中に介在させながら改変
増補等を重ねて成長し、その過程で多くの異本が現れて
いる。これら諸本はまず三巻本が作られ（今は伝わらな
い）、六巻本、十二巻本、二十巻、四十八巻というよう
に増補されていったと推定されている。その諸本を整理
すれば、読み本系（主に読み物として伝えられた本文）
と語り系（主に平家語りの台本として使われた本文）と
に分けられ、読み本系では、四部合戦状本・延慶本・長
門本・源平盛衰記などを代表的なものとして挙げること
ができる。そのうち延慶本は、源平盛衰記ほどではない
が、エピソードなどが多く取り入れられた六巻仕立て伝
本で、『平家物語』の古い形を残している箇所も見られ、
古態を窺わせる本文である。源平盛衰記は、他の読み本
系本文に対して、エピソードを詳しく、また増補を加え
て四十八巻にした本文である。ほかに長門本も増補系の
本文で二十巻仕立てのものである。
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倶梨迦羅落しの条の諸本対照表
覚一本（語り系）
（日本古典文学大系本、
岩波書店）
源平盛衰記 （読本系）
（物語日本史大系第三巻、早稲田大学出版部）
????????
延慶本 （読本系）
（応永書写延麿本平家物語、
白帝社）
さるほとに日もくれかた
に成ぬれは、今井四郎兼
平楯六郎親忠矢嶋四郎落
合五郎を先として一萬余
騎の勢にて、平家の陣の
後西の山の上より差廻し
て、時をとり造たりけれ
は、黒坂口柳原に引へた
る大手三萬余騎同時に時
を作る、前後五萬余騎か
をめく臀ー谷にひ>き峯
にひ>きてをひた>しく
を聞へける、 (576ペー ジ）
次第にくらうなりければ、
北南よりまはつる据手の
勢一万余騎、くりからの
堂の邊にまはりあひ、え
びらのほうだて打た>ぎ
時をどとぞつくりける。
平家うしろをかへり 見け
れば、白旗雲のごとくさ
しあげたり。 「此山は四
方岩石であんなれば、据
手よもまはらじと思ひつ
るに、こはいかに」とて
さはぎあへり。さる程に、
木曽殿大手よ り時の臀を
ぞ合せ給ふ。松長の柳原、
ぐみの木林に一万余騎ひ
かへたりける勢も、今井
四郎が六千余でひの宮林
にありけるも、同く時を
ぞつくりける。前後四萬
騎がおめく啓、山も河も
たゞ一度にくづる >とこ
そ聞えけれ。 (73ペ ジー）
五月十一日の夜半にも成りにけり、五月の空の癖な
れば、朧に照らす月影、夏山の木下暗き細道に、源
平互に見え分かず、平家は、夜討もこそあれ、打解
け寝ぬべからずと催しけれども、下疲れたる武者な
ヨロヒ
れば、 甲の袖を片敷き、 力會卜の鉢を枕とせり、源氏
は追手据手様々用意したりける中に、樋口次郎兼光
は据手に廻たりけるが、三千余騎、其中に太鼓法螺
貝千ばかりこそ籠めたりけれ、木曽は追手に寄せた
りけるが、牛四五百匹取集めて、角に松明結附けて、
夜の深くるをぞ相待ちける、去程に樋口次郎、林、
富樫を打具して中山を打上り、葎原へ押寄せたり、
根井小弥太二千余騎、今井四郎二千余騎、小室太郎
三千余騎、巴女一千余騎、五手が一手に寄合せ、一
萬余騎、北黒坂、南黒坂引廻し、関を作り太鼓を打
法螺を吹き、木本萱本を打ちはためき、幕目鏑を射
上げて、とゞめき懸りたれば、 山彦答へて幾千萬の
勢とも覚えざりけるに、木曽、すはや据手は廻りけ
る、関を合せよとて、四五百頭の牛の角に松明を燃
して平家の陣に追入れつ ~'胡類子木原、柳原、上
野邊に控へたる軍兵三萬余騎、関の繋を合せ、をめ
き叫び、黒坂表へ押寄する、前後四萬余騎が関の臀、
山も崩れ岩も推くらんと賂し、 (482ページ）
?
???
、??
?
??????
平家は北は山巌石也、夜
軍はよもあらし夜あけて
後そ軍はあらむすらむと
てゆたむしたりける所に、
俄に時を造りあけたりけ
れは、東西を失て、周章
騒く、後は山深くして瞼
かりつれは溺手廻りぬヘ
しとは思はさりつる者を
や、こはいか>せむする、
前は大手なれはえす>ま
す、後へも引帰さす、龍
にあらねは天へものほら
す、日はすてにくれぬ案
内は不知不及力、 道なれ
は東の谷へ向て横にそを
としける、さはかりの岩
石をやみの夜に我先にと
落しける間杭に貫かれ岩
に打れても死にけり、
(576ページ）
案のごとく、平家、次第
にくらうはなる、前後よ
り敵はせめ来る、 「きた
なしや。かへせかへせ」
といふやからおほかりけ
れ共、大勢の傾たちぬる
は、左右なうとてかへす
事かたければ、倶梨迦羅
が谷へわれ先にとぞおと
しける。 (73~4 ページ）
道は狭し、山は高し、我先我先と進む、兵は多し、
馬には人、人には馬、共に駆しに押されて、矢をは
げ弓を引くに及ばず、打物は鞘をはづしかねた り、
追手は据手に押合せんと攻上る、据手は追手と一に
ならんとをめき叫ぶ、平家は両方の中に取り籠めら
れた り、軍は明日ぞ有らんずらんと、取延て思ひけ
る上、 如法夜半の事なるに、俄かに関を造り懸けた
れば、こは如何せんと、東西を失ひ、周章て騒ぎ、
弓取る者は矢をとらず、矢をば負へども弓を忘れ、
ョロヒ カプ ト
甲を著て冑をきず、太刀ーには二人三人取附き、
弓一張には四五人つかみ付けり 、馬には逆に乗って
後へあがシせ、或は長刀を逆に突て、自ら足を突切
つて立あがらざる者も有ければ、踏殺され、蹴殺さ
るJ類多し、主の馬を取つては主を忘れ、親の物具
を著ては親を顧みず、唯我先我先にと諄へども、西
は溺手な り、東は追手なり、北は岩石高くして、上
るべき様なし、南は深き谷な り、下すべき便なし、
闇さはくら し案内は知らず、如何すべきかと方角を
失へり、此山は、左右は極めて悪所なり、 後は加賀、
御方なり 、三方は心安く思つるに、後陣より敵のよ
せける怪しさよと思ひければ、只云ふ事とては、打
破つて、加賀国へ引けや者ども者どもと呼りけれ共、
据手雲霞の如くなり、追手上が上に攻重りければ、
先陣、後陣に押しあまされて、 道より南の谷へ下る、
妥に不思議ぞ有りける、白装束したる人三十騎ばか
り、南黒坂の谷へ向つて、落せ殿原、あやまちすな
あやまちすなとて、深谷へこそ打入りけれ (482~3
ペー ジ）
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延慶本 （読本系）
（応永書写延慶本平家物語、
白帝社）
③ 先にをとす者は後は落す
倶 者にふみころされ、後に
梨 落す者は今をとす者にお
迦 し殺さる、父をとせは子
羅 もをとす子をとせは父も
谷 つ>く主をとせは郎等も
ヘ をちかさなる、馬には人
平 々には馬上や下にをち重
家 て倶利迦羅谷ーをは平家
の 七萬余騎にてはせうめて
兵 けり、谷の底に大なると
が ちの木あり、一の枝へは
落 二十丈有けるかかくる>
ち ほとにそはせうめたりけ
る る、徒にすつる命を敵に
様 くむては死すして我おと
子 らしとはせ重りけるこそ
無断なれ (576~7 ページ）
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覚一本 （語り系）
（日本古典文学大系本、
岩波書店）
まさきにすい んだる者が
見えねば、 「此谷の底に
道のあるにこそ」とて、
親おとせば子もおとし、
兄おとせば弟もつゞく。
主おとせば家子郎等おと
しけり。馬には人、人に
は馬、落かさなりかさな
り、さばかり深き谷一つ
を平家の勢七万余騎でぞ
うめたりける。巌泉血を
ながし、死骸岳をなせ り。
さればその谷ほとりには、
矢の穴刀の疵残て今にあ
りとぞ承はる。
(74ページ）
万~', ヽ干-.一干千ー・-千=・●干'="● 万 ~'="、一 ,..:> 
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源平盛衰記 （読本系）
（物語日本史大系第三巻、早稲田大学出版部）
平家是を見て、五百余騎連いて落したりければ、後
陣の大勢是を見て、落足がよければこそ先陣も引返
さざるらめとて、劣らじ劣らじと、父落せば子も落す、
主落せば郎等も落す、馬には人、人には馬、上が上
に馳せ重つて、平家一萬八千余騎、十余丈の倶梨伽
羅が谷をぞ馳埋みける、適谷を遁る>者は、兵杖を
免れず、兵杖を遁る>者は、皆深谷へこそ落入りけ
れ、前に落す者は今落す者に踏殺され、今落す者は
後に落す者に押殺さる、斯様にしては死にけれども、
大勢の傾き立ちぬる習にて、敵と組んで死なんと云
ふ者は、一人もなし、去程に夜明け日出づる程に成
りにけり 、 (483ページ）
/ヽ・-一
立 A蠣波山源平古戦場両軍戦闘経過要図
Jレ 『ふ ゜
いちかた
一方語り系としては、八坂流諸本 ・一方系諸本に分け
て概観する分類が行われてきた。前者のうち屋代本は、
語り系の中で簡略な記述の本文といえる。後者に位置す
る覚一本は、現在この系統がもっとも流布しているが、
鎌倉から室町時代にかけての変遷の後に到り着いた、一
つの完成を見せた本文といえる。
これら諸本のうち、対照表には延慶本 ・覚一本・源平
盛衰記の記事を併記したが、それらを見てまず注目した
いのは、①源氏の作戦開始の箇所における軍勢の配置に
ついてである。覚一本では、この記述以前に義仲本隊1
万とあったのに加えて、据め手の 1万に「松長の柳原、
ぐみの木林」の1万、 今井四郎の6千余騎が「ひの宮林」
にいるとある。
延慶本では今井四郎は平家軍の背後へ回っている (1
万余）。これに義仲軍の本隊3万余りが正面を攻め都合
5万騎となっている。四部合戦状本はこの延慶本と近い
内容である。
源平盛衰記では、樋口次郎らが据め手の軍勢として3
千人をもって平家軍の後ろを衝いている。今井四郎は根
井小弥太や巴らと協同して 1万の兵に北黒坂南黒坂で関
の声を上げさせている。冨倉徳次郎氏が源平盛衰記の記
事から軍勢の配置と動きを図式している（『平家物語全
注釈』）が、それを前ページ下段に掲げた。
それぞれの記述を比較して、どれが事実に近いものか
判断が難しい。 語り系•読み本系諸本それぞれの拠った
資料 ・伝承が異なり、伝えられていく中で違いが起こっ
たものか、考える余地があるところだが、義仲が彼の率
いる本軍のほか、溺め手の軍勢をもって背後から平家軍
を襲う体勢を作り、関の声を一斉に挙げ彼らを谷に追い
落として勝利を得るという点で諸本共通している。
次に上記記述のあと、 表中②③平家の狼狽ぶりを描く
段では、延慶本の場合平家方が落ちるまでを筋道立てて
書いている。これを含めて読み本系では記述が具体的で
軍勢の動きが理解しやすい。源平盛衰記は延慶本に対し
て更に詳しくしたものであり、平家の諸々の将軍や名の
ある武士がどのように死んでいったかを丁寧に記してい
る。
このように読み本系では事の経緯を詳しく筋道立てて
描くという態度が見られるのに対し、覚一本では戦闘の
経過を簡潔な記述にしている。 これは落ちていく平家側
の兵士の慌てた様子を描くことに関心があり、敗者の心
に立ち入るに十分な記述を行っており、戦闘の経緯の記
述について主情的であるという性格が認められる。
関連して誇張という点では語り系が際だっている。 平
家軍の損害の記述について、この表の示した記述のあと、
延慶本では 「侍には飛騨判官景高、高橋判官長綱以下衛
府諸司並有官の輩百六十人むねとの者共二千余人は倶梨
迦羅が谷にて失せにけり」とある。覚一本ではその損害
が「七万余騎がなかにわづかに二千余人ぞのがれたりけ
る」とあるように、誇張の度合いを強めている。
以上、 『平家物語』諸本によって倶梨迦羅合戦の記述
に大きな違いがあることが確認できる。
3 在地武士の活躍の実際
読み本系 ・語り系の諸本のうち特に読み本系では、北
陸越中在地の武士の言動や活躍に関心が払われている。
長門本では宮崎太郎の名前が見え、宮崎太郎が倶梨迦
あたか
羅戦に先立つ安宅の戦いで負傷し、かろうじて本国に帰
る様子を描いている。
源氏の軍兵火打城を追落されて、加賀の国へ引退く、
安高の橋を支へたり、（中略）加賀の国の住人富樫
の太郎、越中国の住人宮崎太郎二人馳帰りて、一人
も渡すな、河に射はめよ者共とて、河中へ落ふさが
りて戦けり、富樫の太郎は越中前司盛俊がはなつ矢
に首の骨射させて、河中に真逆に落にけり、宮崎太
郎も内かぶとを後へ射ぬかれて河中に落たりけるを、
郎等四五人寄て肩に懸て上りたり、河端に置たれば、
僅に目計働きけり、郎等共今は力及ばず、敵は既に
近付候、人手にかけ参らせ・んよりは、御首を給て本
国に帰りて、女房にみせ参らせんと云ければ、一門
の者ども五十余人さし集りて、いかでかはゆく目の
働くほどの人の首をかくべき、我等今は生きても何
にかはせん、死なんまで防ぎ矢は射んずるぞ、 あを
だにかいて行けとて、あをだにかかせて先に立て、
一門の者共五十余人防ぎ矢射て戦ひければ、平家の
大将やがても続かず、こと故なく越中国へぞ越にけ
る、宮崎は宿所へかき入て、それにてくすしをつけ
て医療する程に、療治に叶ひて、廿日と云に療治や
かしこ
めつ、畏くぞ首を力)).ざりける、（国書刊行会版
巻第十三、 449~50ページ）
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そしてその後倶梨迦羅合戦を目前にしては、傷の癒え
た宮崎太郎が義仲の前に参じ、義仲の「義仲は小勢なり、
平家は大勢と聞ゆ、面白く計ひて敵を討たんずるぞ、此
山の案内者をば殿原にて有らんずるぞ、今度の軍にかた
せうかたせじは殿原の計ひぞ」という言葉に対して、地
元の地理を知る故に作戦について献策している。
宮崎申けるは、誠に山の案内はいかで知らで候べき、
此砥波山には三の道候なり、北黒坂、中黒坂、南黒
坂とて三候、平家の先陣は中黒坂の猿が馬場に向へ
て候也、後陣は大野、今湊、井家、津幡、竹橋なん
どに宿して候他、中の山はすいてぞ候らん、よも続
き候まじ、南黒坂のからめては楯六郎親忠（中略）、
中黒坂の大将軍は根井小弥太（中略）、南黒坂の大
将は、巴といふ美女（中略）、三手が一手に成て関
を作るならば、据手の関はよも聞えじ、平家後陣の
勢続きて聾と思ひて、後へ見返らば、白旗のいくら
も有らんをみて、源氏据手に廻りたりと心得て、あ
わてながら関を合候はんずらん、其時関の声聞え候
はんずらん、其時溺手は廻りにけりと心得て、是よ
り大勢に押寄に押寄すならば、前にはいかでよるべ
き後には据手あり、逃べき方なくて、南の大谷へ向
けて落候はんずらん、矢ー射ずとも安く討んずるぞ
と申しける、（同前 453~4ページ）
一方延慶本では、傷の癒えたのは石黒太郎で、彼が中
村三郎 ・向田の荒次郎の両人と三人で義仲に平家軍の背
後を衝く作戦を勧めている（第三の十573~4ページ） 。
長門本と延慶本の関係では、長門本のこの箇所が本来
延慶本のような形で作られたという指摘がある（砂川博
氏「延慶本平家物語倶梨迦羅落の生成」『文学』昭和50・
7)力ゞ、ともかくこれら読み本系では在地武士たちが家々
に伝えていた功名話を掬い取って物語の中に記し留めた
ものであることが推測される。
長門本の文中「今度の軍にかたせうかたせじは殿原の
計ひぞ」と義仲が言うのは、義仲が知恵を備えた大将軍
であるという性格を宮崎太郎に譲って宮崎の知恵を前に
押し立て、在地武士の活躍を強調しようとしている長門
本作者の意図を読みとることができる。
これに対し語り系の覚一本では、 一軍を平家軍後方に
迂回させ倶梨迦羅から追い落とそうという作戦を義仲自
らが提案しており、義仲の作戦能力の卓越を示している。
木曽の給ひけるは、 「平家は定て大勢なれば、砥浪
山打越え、ひろみへ出て、かけあひのいくさにてぞ
あらんずらん。但かけあひのいくさは勢の多少によ
る事也。大勢かさにかけてはあしかりなん。まづ旗
さしを先だてて白旗をさしあげたらば、平家是を見
・て、「あはや源氏の先陣はむかふたるは。定て大勢
にてぞあるらむ。左右なう広みへうち出て、敵は案
内者、我等は不案内也、とりこめられては叶まじ。
此山は四方巌石であんなれば、据手よもまはらじ。
しばしおりゐて馬 休ん」とて、 山中にぞおりゐん
ずらん。其時義仲しばしあひしらふやうにもてなし
て、日をまちくらし、平家の大勢をくりからが谷へ
追おとさうど思ふなり」とて、まづ白旗三十ながれ
先だてて、黒坂のうへにぞうたてたる。（日本古典
文学大系、 68~9ページ）
このように覚一本は義仲にその知恵と勇気を集約させ
てその英雄性を際だたせているということができる。
4 火牛の計について 長門本と源平盛衰記
倶梨迦羅合戦古戦
場へ行くと平家軍の
本陣のあった猿ヶ馬
場の辺りに牛がたい
つの
まつを角に結わえ付
けられて走っている
像が2体据えられて
いる（写真はそのう
ち1体）。 これは源
平盛衰記の中に義仲
が4. 5百頭の牛の
角に松明をつけて平
家方に追い入れたところ、平家方は大混乱に陥ったとい
う記事があることに由来する。前々節の諸本対照表の中
①、源平盛衰記の記事で、下線を施した箇所がそれを示
すものである (482ペー ジ）。
ところで、この火牛の計は長門本では越前火打の戦い
で源氏方から平家に寝返った斉明威儀師の発案で、この
計のために源氏方の軍勢が大打撃を被ったとされている。
（前略）夜に入りて斉明威儀師が謀に、野にいくら
も放ちたる牛共を取集めて、松明に火をともして牛
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の角に結付て、五千余騎城の木戸口の上の坂へ向て
追上げたり、後にはどつと関を作りたりければ、牛
は陣の上へ走り向ふ、敵已に夜討に寄せたりと心得
て、急ぎ石弓を切放ちければ、下り坂になじかはた
まるべき、転ぶ間、牛共頭の火のあつさといひ、石
弓転ぶに驚きて走り廻る、或は城に向ひて角をかた
ぶけて走り入り、或は深田に落ひたりておめき狂ふ
もあり、又打殺さる>もあり、牛のためこそ不祥な
れ、かくひしめく間に、平家入替々々攻ければ、林、
富樫しばしこそ戦ひけれども力及ばず、皆追落され
にけり、（巻第十三、 450ペー ジ）
長門本では更に、斉明が火牛の計を思いついたのは中
国の戦国時代、斉の将軍田単が採用した計略によるとい
う記事がある。ここに『史記』中の該当個所を掲げる。
つく
田単乃ち城中を収めて、千余牛を得、綽籍の衣を為
つか
り、画くに五彩の竜文を以てし、兵刃を其角に束ね
そそ
て、尾に脂を灌ぎ葦を束ね、其端を焼き、城に数十
はな しりへ
穴を、って、夜、牛を縦ち、旺士五千人、其後に随
ふ。牛尾熱し、怒って燕の軍に奔る。燕の軍夜大に
驚く。牛尾の矩火、光明炊燿たり。燕の軍之を視る
ことごと
に皆竜文なり。触るる所尽く死傷す。五千人因って
ばい ふく
枚を衡み之を撃つ。而して城中鼓諌して之に従ひ、
老弱、皆、銅器を撃って声を為す。声、天地を動か
おどろ
す。燕の軍大に駿き敗走す。（「田単列伝」国訳漢
文大成に拠る）
長門本にしろ源平盛衰記にしろ、読み本系は挿話を組
み入れていく形で成長してきたもので、火牛の計もそう
した増補された話の一つといえる。それが義仲の平家軍
挟み撃ちの夜襲戦法と相まって合戦に勝利を導く決定的
要因として広く伝わることになった。地元でも火牛の計
は倶梨迦羅戦での義仲の知略の代名詞になっている。
吉川英治の『新 ・平家物語』「くりからの巻」では火
牛の計を脚色して描いており、その該当部分を掲げる。
そのうえ、やがて、機を見ていた義仲が、
「放て」と、さいごの一計を敵に加えた。
海野幸広と小諸忠兼にいいふくめて、にわかに集
めさせた数百頭の牛を、平軍に向かって追い放した
のだ。一頭一頭牛の角には松明がくくりつけられ
てあった。火をつけるやいなや、その尻を、、兵がム
チで撲りつける。牛は、焔の角を振り立てながら、
盲目的に、敵陣へ狂奔してゆく。
この光と怪物の影を見ただけでも、平軍は「何事
か？」と肝をすくめた。猛牛の群は人びとが「あれ
よ」と、身の処置をとるひまなく、人馬の中に、割
りこんで来た。
牛は牛と思えない迅さと猜猛をほしいままにした。
人間は踏みつぶされ跳ねとばされた。ただ動転する
だけで、それを支える一酬の力もない。弓矢、長柄、
太刀、甲冑などは、すべて無用の長物だった。
東にも敵、西にも敵。
北は、瞼しい岩山。
しかも、急鼓の響きは、全山をゆるがし、不気味
な陣貝の音は、雲を裂くばかりである。平軍四万は、
戦うことを知らなかった。ただ、どう走るか、どこ
に拠るか、身を伏せる何かでもないか。岩につまず
き、馬は人を踏み、矢風に追われ、火に吹かれ、恐
怖の怒濤を作って、さらにその恐怖の中に、全平家
軍をまきこんでしまった。（「火牛」）
一方、語り系にはこのエピソードはない。既に別働隊
によって平家軍を挟み撃ちすることで義仲の作戦の卓越
性は示されており、このような細工は義仲の英雄性を際
だたせる大きな要素にはならないと判断されたものか。
5 『平家物語』の中の義仲像と倶梨迦羅合戦
以上、読み本系と語り系の本文を対比しつつ倶梨迦羅
合戦を見てきたが、概して読み本系はその合戦のなりゆ
きを筋道だてて描き、時に挿話を加えているのに対し、
語り系はより主情的にその戦場で戦った人々の心を写し
出し、一方で義仲に勝利のための知恵を集約させてその
英雄性を際だたせようとする傾向がみられる。
それではこの倶梨迦羅合戦が『平家物語』の義仲像を
どのように支え、主題とどう関わるものであるのか。
『平家物語』の義仲像は物語の進展に従って三段階に
変化している。鈴木則郎氏はそれぞれの段階の義仲像を
史実との関係から詳細に検討し、『平家物語』の構想と
主題と結びつけられている（「『平家物語』における木
曽義仲像」 『文藝研究』第53集、昭和41・6)。その三様
の姿を示せば、次のようになる。
①上洛前の英雄性 上洛までの義仲は知恵と勇気を備え
た人物として現れている。平家軍10万という圧倒的勢力
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を倶梨迦羅 ・志雄で果敢な決断と勇気によって撃破して
京に到る。いわば読者の賞賛喝采を浴びる雄々しさをもっ
て描かれている
②入京後の粗野 ・傲慢 京に入って以後、都での作法 ・
生活様式を知らぬ野卑さ（田舎者ぶり）と既存の権威を
畏れぬ強引さで軽蔑 ．嫌悪、ひいては恐怖の対象となる。
例えば巻八「猫間のこと」の段で猫間中納言が義仲を訪
ねてきたとき、義仲は中納言を猫殿と呼び田舎風の食事
を出して一緒に食べるよう強い中納言を幻滅させている
（日本古典文学大系本では、 139~40ページ） 。
③滅び＝愛惜•同情の中の義仲 鎌倉の頼朝の命令で義
仲討伐に上京した義経の軍との戦いに敗れ、近江国琵琶
湖のほとりまで退き粟津の松原で悲惨な最後を遂げる。
その死の間際の姿は、今井四郎兼平のけなげな戦いに花
を添えられて、あわれ深く描かれている。
覚一本でその様子を辿ると、今井が義仲を粟津の松原
へ向かわせたあと今井は主が静かに自害するための時間
を必死に作ろうとするが、一方義仲は今井を思いやって
振り向いたため甲の中、顔面に矢を受け討ち取られてし
まう。この義仲の死を聞いて今井は主のあとを追う。
(a)今井四郎只一騎、五十騎ばかりが中へかけ入、
あぶみふばりたちあがり、大音声あげてなのりける
は、「日来は音にもきいつらん、今は目にも見給へ、
木曽殿の御めのと子、今井四郎兼平、生年舟三にま
かりなる。さるものありとは鎌倉殿までもしろしめ
されたるらんぞ。兼平うて見参にいれよ」とて、ゐ
のこしたる八すぢの矢を、さしつめ引つめさんざん
にゐる。死生はしらず、やにわにかたき八騎ゐおと
す。其後打物ぬいてあれにはせあひ、これに馳あひ、
きてまはるに、面をあはするものぞなき。分どりあ
またしたりげり。只「ゐとれや」とて、中にとりこ
め、雨のふる様にゐけれども、鎧よければうらか>
ず、あき間をゐねば手もおはず。
(b)木曽殿は只一騎、粟津の松原へかけ給ふが、正
月廿一日入あひばかりの事なるに、うす氷ははたり
けり、ふか田ありともしらずして、馬をざとうち入
たれば、馬のかしらも見えざりけり。あおれどもあ
おれども、うてどもうてどもはたらかず。今井が行
えのおぼつかなさに、ふりあふぎ給へるうち甲を、
三浦の石田の次郎為久、おか>てよぴゐてひやうふ
つとゐる。いた手なれば、まかうを馬のかしらにあ
ててうつぶし給へる慮に、石田が郎等二人落あふて、
つゐに木曽殿の頸をばとてげり。太刀のさきにつら
ぬき、たかくさしあげ、大音声をあげて、「この日
来日本国に聞えさせ給つる木曽殿を、三浦の石田次
郎為久がうち奉たるぞや」となのりければ、 (C)今
井四郎いくさしけるが、是をき).'「いまはたれを
かばはんとてかいくさをばすべき。是を見給へ、東
国の殿原、 9 日本一の甲の者の自害する手本」とて、
太刀のさきを口に含み、馬よりさかさまにとび落、
つらぬかてぞうせにける。 （巻第八、 180~8 1 ページ）
今井の姿を(a)・(c)と二つに分け、間に(b)の義仲
の死を挿入することで、義仲の名誉を保つため奮戦する
今井のけなげさを示しつつ、一転その努力が無になって
しまう結末により、義仲の死のあわれ深さが際だつ形に
なっている。読み本系は、義仲の死から今井の奮闘、そ
して死という流れになっていて、感動の盛り上がりとい
う点では語り系に及ばない。
こうした義仲像の三段階にわたる変化は、いかに英雄
的人物、また傲慢な人物であっても、運命に流されざる
を得ない生身の人間であり、暗い自己の深淵（地獄）を
見る必然性を持っているということを示すものである。
彼に賞讃と軽蔑を行う中で一個の生身の人間に帰せしめ、
運命の転落を経験させる。『平家物語』はある人物がい
かに繁栄を獲得しまた英雄的な雄々しい人物であっても
それに対する驚嘆と賛美をいっとき行った後、別の視点
からこの人物を捉えその弱さを発見し一個の凡人に期し
てしまう。そして最後は運命にもてあそばれる悲しい存
在者に過ぎなくさせる。そのような地点に到った人物に、
作者は同情の熱い涙を流しているかの如くである。
『平家物語』の冒頭にある「諸行無常」「盛者必衰」
はこの世の無常なることを示し、運命の下で非業の死を
遂げた人々への慰謝を行うという主題と関わるといえる
が、この主題を実現するための一つのあり方として上記
義仲の描かれ方のパターンもあるのではないか。この義
仲像のパターンは『平家物語』が語りを媒介として長い
成長の中で作り出してきたものといえる。
先述のように語り系の本文は、それぞれの場で感動を
盛り上げる方向で誇張等がなされ、それに関わらぬ要素
は取り上げられないという傾向をもつ。つまり義仲上洛
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戦における宮崎太郎の負傷と作戦献策、石黒太郎の献策
など地元の豪族武士の間で伝えられた伝説で読み本系に
掬いとられた話も、屋代本・覚一本にはなく、もっぱら
義仲その人の決断で倶梨迦羅合戦が勝利したような書き
ぶりになっている。
このように強調された義仲の英雄性は第二段階（上京
後）で彼の田舎者ぶりの描出に転じ、最後には滅びの哀
れの強調に移る。その展開の中で義仲の生への哀惜を確
保している。覚一本は語り系の到り着いたところのもの
といわれることを前述したが、この本文を含め語り系諸
本にそ、のような傾向が強い。読み本系が卒む地域性を振
り払いながら、義仲という人物に人間的魅力を含めた性
格的めりはりを集約させ、物語の主題と響かせようとす
る傾向が認められる。
一方読み本系は地域性をとり込めている。その一つの
現れが巴の後日諏に認められる。巴は読み本系の中で越
中に縁ある人としてその挿話を書き入れられているので
ある。
6 巴のその後
「木曽の最後」において、巴は義仲の命に従ってその
戦場を離脱する。その際彼女は一度は義仲と行を共にし
ようとするが、余りに義仲が強いるので最後の戦として
敵の勇者を討ち取ってみせる。語り系諸本のこの間の記
述は、義仲の巴の命を全うさせようとする思いと巴の義
仲と死をともにしようと願う思いの交錯の中に、愛する
男女の最後の心の通いを描き出している。そこには義仲
と巴の別れを美しいものに脚色しようとする意図が感じ
られる。語り系では巴の容貌も美しい。
一方読み本系は出来事をより詳しく書こうとする意図
が読めるが、感動を凝縮させようとする操作は認められ
ない。源平盛衰記も、巴を戦場から去らせようとする義
仲の言を重ねるが、そこで巴が去るべき理由を種々述べ
ることで彼女への愛情が拡散してしている観がある。
しかし源平盛衰記は、上記の内容に続いて義仲と別れ
た後の巴の姿を描く。彼女は信濃に到り義仲の死を報じ、
その後鎌倉に召されて和田義盛の妻となるが、和田合戦
ロで息子の朝比奈三郎を亡くした後、越中の石黒を頼って
来て91歳まで長生きしたという。
タノ
（和田義盛は）即ち妻と憑みて男子を生む、朝比奈
三郎義秀とは是なりけり、母が力を継ぎたりけるに
や、剛も力も雙びなしとぞ聞えける、和田合戦の時、
朝比奈討たれて後、巴は泣泣越中に越え、石黒は親
しかりければ．此にして出家して巴尼とて、佛に花
香を奉り、主、親、朝比奈が後世弔ひけるが、九十
ーまで持ちて．臨終目出たくして終りにけるとぞ、
（巻第三十五「巴関東下向の事」 9 1~3ページ）
埴生八幡宮から旧
北陸道を通って倶梨
迦羅の峠へ向けて登
る途中、その道の近
くに巴塚 ・葵塚とい
う古蹟がある（写真
は巴塚）。巴・葵の
二人は義仲の思い人
で倶梨迦羅合戦で奮
戦したが、葵はこの
戦いで亡くなり、巴
は上述のように、源
平の争乱を生き抜いて、この地で余生を送っている。そ
うした経緯があって土地の人のたてた古蹟である。
源平盛衰記のこのような挿話は、越中西部に力を持っ
ていた石黒氏の側から喧伝されたものであるという指摘
がある（砂川博氏前掲論文）。読み本系諸本は源平の争
乱に関わって在地の武士の伝承も取り上げその出来事を
詳しく描く形で成長してきた。そのときそれぞれの地域
との繋がりを確保しながら、 『平家物語』を身近に感じ
させるものとして語り系とは別の魅力の世界を作り出し
ているといえる。
『平家物語』は語り 系 • 読み本系の諸本が集まって
『平家』という作品世界を作っている。それは源平争乱
に関わる史実伝承を掬い取り、作者と読者、平家語りの
語り手と聞き手が相互に関わりながら、それぞれの固有
の本文を作り出してきた。語り系と読み本系も相互に影
響しあって成長してきたことが想定される。そうした本
文の一つ一つが今に至る享受者それぞれに応じた興味を
与えてその世界の豊かさを主張している。倶梨迦羅合戦
をめぐる記事にも、そうした豊かさの一端を読みとるこ
とができるのである。
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◆編集後記
平成13年度から始まった日本海文化研究所公開講座は、こ
れまで、「島と半島」 (13·14年度）、「海・潟• 川」 (15・16
年度）、「山」 (17・18年度）と自然環境を切り口としてきま
したが、この地で生活する我々の心と深く結びつく、という
意味では「山」にまさるものはないように思われます。講師
の先生方は、生命の循環の要としての山の存在と、人々の信
仰を集める山の姿について、様々な角度から語られました。
参加者数がぐんと増えたことも、身近でかつ心に響く内容だっ
たからだと思います。
私事ですが、この 6• 7月に身内に不幸が相次ぎました。
その際ごく当たり前の如く仏間に掛けられていた軸が、“山
越三尊仏来迎図”でした。阿弥陀如来と二菩薩が高い山を越
えて来迎し、死者を永遠の世界に導くという考えを表したも
のです。現実にはあり得ない図像ですが、ここでも、古来日
本人が山に寄せてきた思いに触れた気がしました。 （高木）
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